
ロボットを活用した創意的な人材育成、STEAM教育 +ソフトウェア教育

科学（Science）・技術（Technology）・工学（Engineering）・芸術（Art）・数学（Mathematics）
の学問の学習を通じて「創意的な人材育成」を目指す教育のモデルです。

SSTTEEMM とは？とは？STEM とは？
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?

学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

エースラボの組
くみ

立
た

てと分
ぶん

解
かい

　　　　　

方
ほう

法
ほう

を理
り

解
かい

する

ハサミとコンパス

考
かんが

えてみよう

火
ひ

、器
うつわ

、車
しゃ

輪
りん

、紙
かみ

、火
か

薬
やく

、活
かつ

字
じ

の共
きょう

通
つう

点
てん

は何
なん

でしょうか？

答
こた

えは偉
い

大
だい

なる発
はつ

明
めい

品
ひん

です。これらは今
こん

日
にち

の人
じん

類
るい

の文
ぶん

明
めい

と生
せい

活
かつ

を大
おお

きく変
へん

化
か

させました。特
とく

に紙
かみ

の発
はつ

明
めい

は知
ち

識
しき

の蓄
ちく

積
せき

を可
か

能
のう

にし、文
ぶん

明
めい

の発
はっ

展
てん

スピードをさらに速
はや

くしました。

長
なが

い歴
れき

史
し

のなかで、東
とう

洋
よう

では筆
ふで

が、西
せい

洋
よう

ではペンが紙
かみ

とともに学
がく

用
よう

品
ひん

として重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を

担
にな

って来
き

ました。文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

とは情
じょう

報
ほう

の処
しょ

理
り

・記
き

録
ろく

・伝
でん

達
たつ

等
など

のために備
そな

えられる道
どう

具
ぐ

類
るい

のことを

言
い

います。

ところが時
じ

代
だい

の発
はっ

展
てん

とともに数
すう

学
がく

、科
か

学
がく

、技
ぎ

術
じゅつ

、美
び

術
じゅつ

、体
たい

育
いく

等
など

の教
きょう

育
いく

の多
た

様
よう

化
か

により、現
げん

代
だい

においては文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

の種
しゅ

類
るい

も様
さま

々
ざま

な物
もの

が登
とう

場
じょう

して来
き

ました。

 ◆ 皆
みな

さんが使
つか

っている文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

にはどのような数
すう

学
がく

および科
か

学
がく

原
げん

理
り

があるか考
かんが

えてみましょ

う。

 ◆ 昔
むかし

と今
いま

の文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

を比較して、有ったら便
べん

利
り

だなと思
おも

われる未
み

来
らい

の文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

を予
よ

測
そく

してみま

しょう。
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紙
かみ

または布
ぬの

などを切
き

る時
とき

に使
つか

うハサミは、てこの原
げん

理
り

を利
り

用
よう

した物
もの

です。

てこは、それを支
ささ

える 支
し て ん

点

力
ちから

をくわえる部
ぶ

分
ぶん

の 力
りきてん

点

くわえられた力
ちから

で動
うご

く部
ぶ

分
ぶん

の

作
さようてん

用点 の３つの点
てん

になってい

ます。

このような支
し

点
てん

、力
りき

点
てん

、作
さ

用
よう

点
てん

という３つの点
てん

をうまく使
つか

うことで、重
おも

い物
もの

を楽
らく

に持
も

ち

上
あ

げたりすることができます。

これを「てこの原
げん

理
り

」といい

ます。

てこの原
げん

理
り

では、力
りき

点
てん

と支
し

点
てん

との距
きょ

離
り

が長
なが

ければ長
なが

いほど、より重
おも

い物
もの

を楽
らく

に動
うご

か

すことができます。シーソー遊
あそ

びをしてみるとてこの原
げん

理
り

を体
たい

験
けん

することができま

す。

てこの原
げん

理
り

を科
か

学
がく

的
てき

に証
しょう

明
めい

したギリ

シャの科
か

学
がく

者
しゃ

アルキメデス（紀
き

元
げん

前
ぜん

２８７年
ねん

～紀
き

元
げん

前
ぜん

２１２年
ねん

）は、「我
われ

に支
し

点
てん

を与
あた

えよ。されば地
ち

球
きゅう

をも動
うご

か

さん」と言
い

ったそうです。

力
りきてん

点

力
りきてん

点

支
し て ん

点

支
し て ん

点

作
さ

用
よう

点
てん

作
さ

用
よう

点
てん
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